


平
成
十
八
年
七
月
十
日十

三
日

】

北
海
道
浦
河
町
・
白
老
町

議
長
以
下
十
三
名

面
積
は
、
六
九
四
・
二
四

で
、

平
成
十
七
年
の
人
口
は
一
五
、
六

五
人
で
あ
る
。
平
成
六
年
人
口

は
一
六
、
八
七
七
人
で
あ
っ
た
が

そ
れ
以
降
減
少
し
て
い
る
。

町
の
主
た
る
産
業
は
、
軽
種
馬

の
育
成
で
あ
り
、
多
く
の
農
家
の

人
達
が
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

浦
河
町
の
海
岸
線
は
、
二
十
一

に
及
び
道
内
有
数
の
昆
布
の
生
産

地
で
も
あ
る
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、

更
に
は
経
済
や
雇
用
状
況
の
厳
し

い
中
で
、
浦
河
町
の
豊
か
な
自
然

環
境
や
乗
馬
な
ど
町
の
特
色
あ
る

取
組
み
を
前
面
に
出
し
て
、
道
内

外
か
ら
の
定
住
、
更
に
は

・

タ
ー
ン
等
を
含
め
た
移
住
促
進
を

官
民
一
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
地
域
経
済
や
雇
用
の
創
出
を
始

め
と
し
た
活
性
化
を
図
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
の
推
進
組
織
を
平

成
十
七
年
五
月
に
設
置
し
た
。

町
の
位
置
や
人
口
・
気
候
・

交
通
ア
ク
セ
ス
・
空
き
地
・
空

き
家
の
情
報
、
求
人
情
報
、
お

い
し
い
食
べ
も
の
、
各
種
施
設

状
況
、
日
常
生
活
の
情
報
、
レ

ジ
ャ
ー
施
設
、
移
住
先
駆
者
の

紹
介
等
を
発
信
す
る
こ
と
に
し

た
。移

住
促
進
事
業
に
取
り
組
む

町
は
、
道
内
外
の
移
住
希
望
者

を
対
象
に
、
一
定
期
間
内
住
ん

で
も
ら
う

生
活
体
験
事
業

を
始
め
た
。
住
宅
や
主
な
家
財

道
具
は
町
が
用
意
し
、
長
期
滞

在
で
浦
河
町
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
将
来
的
に
は
定
住
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。
こ
う
し

た
試
み
は
日
高
管
内
の
自
治
体

で
は
初
め
て
で
あ
る
。

町
は
、
定
年
後
の
夫
婦
ら
を

中
心
に
希
望
が
あ
る
と
見
込
ん

で
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移

住
に
関
す
る
メ
ー
ル
で
利
用
者

を
募
集
し
た
。
既
に
三
組
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
千
葉
県
・
大

阪
府
の
二
組
は
一
ヶ
月
、
函
館

市
の
一
組
は
一
年
間
の
滞
在
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

浦
河
町
で
は
、
持
家
住
宅
の
建

設
を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
に
新

築
さ
れ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
相

当
額
を
年
間
十
万
円
を
限
度
に
三

年
間
助
成
す
る
制
度
を
設
け
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
日

二

十
一
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に

新
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
平
成
十

九
年
度

二
十
一
年
度
の
間
に

初
め
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
た
住
宅

浦
河
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
が
町
内
に
お
い
て

自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅

を
新
築
、
ま
た
は
新
築
住
宅

を
取
得
し
た
場
合
。

店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅

の
場
合
は
、
住
宅
と
し
て
使

用
さ
れ
る
部
分
の
み
が
対
象
。

申
請
人
、
同
居
人
に
町
税

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

納
入
さ
れ
た
固
定
資
産
税

の
う
ち
、
住
宅
と
し
て
使
用

す
る
床
面
積
の
一
二

以

下
の
部
分
に
課
せ
ら
れ
る
固

定
資
産
税
相
当
額
を
助
成
。

な
お
、
当
該
住
宅
を
町
外

の
業
者
が
建
設
し
た
場
合
、

助
成
金
は
二
分
の
一
と
す
る
。

助
成
期
間
は
、
当
初
に
固

定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
た
年

度
か
ら
三
年
間
の
み
。

助
成
金
の
限
度
額
は
、
年

間
十
万
円
と
す
る
。

課
税
さ
れ
た
固
定
資
産
税
の

全
額
を
納
入
し
た
後
、
そ
の
年

度
の
三
月
一
日

三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
申
請
す
る
。

農
業
を
営
む
た
め
に
町
外

か
ら
浦
河
町
に
移
住
す
る
方
。

町
内
の
他
産
業
か
ら
、
農

業
に
参
入
す
る
方
。

農
家
の
子
弟
が
、
新
規
学

卒
や

タ
ー
ン
な
ど
に
よ
り

町
内
に
お
い
て
分
家
独
立
し

て
農
業
経
営
を
目
指
す
方
。

（
年
令
は
十
八
才

六
十
五

才
ま
で
）

軽
種
馬
生
産
・
育
成
業
以

外
の
肉
用
牛
、
酪
農
や
花
卉
、

野
菜
、
い
ち
ご
な
ど
の
施
設

園
芸
な
ど
。

知
事
の
認
定
を
受
け
た
認

定
農
業
者
な
ど
。

面
積
二

以
上
・
施
設
園

芸
、
経
営
が
集
約
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
。

農
業
経
営
に
必
要
な
経
費
の

二
分
の
一
の
額
（
百
万
円
限

度
）
を
三
年
間
補
助
す
る
。



花
卉
、
野
菜
な
ど
の
施
設

園
芸
農
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
施
設
園
芸
に
必
要
な
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
に
対
し

補
助
す
る
も
の
。

対
象
作
物

花
卉
・
い
ち

ご
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
。

補
助
内
容

ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
の
資
材
費
の
二

分
の
一
以
内
。

野
菜
生
産
の
柱
と
な
る
作

物
の
確
立
と
軽
種
馬
生
産
な

ど
か
ら
複
合
・
転
換
を
推
進

す
る
た
め
、
収
益
性
の
高
い

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
作
付
け
を

奨
励
す
る
も
の
。

補
助
内
容

ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
苗
購
入
費
の
三
分
の

二
を
補
助
す
る
。

地
場
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
食
品
な

ど
の
開
発
や
研
究
を
し
よ
う
と
す

る
町
内
の
団
体
や
個
人
に
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

新
製
品
開
発
や
研
究
に
必

要
な
経
費
。

生
産
技
術
に
関
す
る
調
査

に
必
要
な
経
費
。

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認

め
る
経
費
。

一
団
体
、
一
個
人
に
つ
き

一
事
業
を
限
度
と
す
る
。

補
助
額
は
事
業
費
の
三
分

の
二
以
内
と
し
、
か
つ
百
万

円
を
限
度
と
す
る
。（
申
し

込
み
随
時
）

面
積
二

以
上
・
施
設
園

芸
、
経
営
が
集
約
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
。

昭
和
六
十
一
年
度

平
成

十
四
年
度
ま
で
、
十
三
種
目

に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
が
、

近
年
の
事
業
を
見
る
と
、
十

二
年
度
、
鮭
商
品
化
試
作
事

業
（
鮭
ざ
ん
ぎ
）
商
品
化

販
売
中
。
十
三
年
度
、
海
産

物
高
付
加
価
値
推
進
事
業

（
昆
布
佃
煮

梅
・
唐
辛

子
）
商
品
化

現
在
な
し
。

十
四
年
度
、
水
産
物
付
加
価

値
推
進
事
業
（
鮭
ハ
ン
バ
ー

グ
）
商
品
化

販
売
中
。

住
民
参
加
に
よ
る

花
い
っ
ぱ

い

運
動
を
全
町
的
に
広
め
、
美

し
い
生
活
環
境
の
形
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

当
該
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
昭
和
五
十

七
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
清
掃
の

部
及
び
花
壇
の
部
を
対
象
と
し
て

実
施
し
て
い
た
が
、
平
成
六
年
度

に
は
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
名
称
を
変
更
し
、
花
壇
の
み

な
ら
ず
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る

生
活
環
境
美
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
対
象
を
広
げ
た
。

町
民
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
よ

り
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
各
種
表
彰

を
制
定
し
、
環
境
美
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

苫
小
牧
港
よ
り
バ
ス
に
乗
り
換

え
、
視
察
地
浦
河
町
へ
海
沿
い
に

国
道
二
三
五
号
を
ひ
た
す
ら
走
る
。

あ
い
に
く
天
候
は

ガ
ス

で
は

あ
っ
た
が
、
浦
河
町
へ
入
る
と
見

渡
す
限
り
牧
場
が
存
在
す
る
。
そ

こ
に
は
、
親
子
の
駿
馬
が
目
に
入

る
。
こ
こ
は
全
国
の
八

％
を
占

め
る
駿
馬
の
育
成
地
で
あ
る
こ
と

が
実
感
で
き
た
。

こ
の
地
は
、
日
高
山
脈
を
背
景

に
海
洋
性
気
候
の
影
響
を
受
け
、

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温
暖
で
雪
も

少
な
い
と
い
う
。
山
脈
か
ら
流
れ

出
る
水
は
、
栄
養
を
含
ん
だ
肥
沃

な
土
壌
を
造
り
、
海
へ
と
流
入
し
、

豊
な
海
を
造
り
出
し
て
い
る
。
海

岸
線
は
二
十
一

に
及
び
、
平
坦

に
は
見
え
る
が
、
帰
路
の
干
潮
時



の
車
窓
か
ら
茶
褐
色
の
昆
布
が
間

断
な
く
繁
茂
す
る
。
こ
こ
は
、
昆

布
の
有
数
の
生
産
地
と
し
て
も
名

を
馳
せ
る
。

町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

優

駿
ロ
ー
ド

は
洒
落
た
建
造
物
が

多
見
さ
れ
、
電
線
の
地
中
化
と
、

役
場
庁
舎
も
近
代
的
建
造
物
で

あ
っ
た
。

こ
の
町
は
、
確
か
な
発
展
を
遂

げ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

面
積
は
、
四
二
五
・
六
二

で
、

人
口
は
昭
和
六
十
二
年
の
二
四
、

二
五
六
人
を
ピ
ー
ク
に
、
以
降
減

少
し
続
け
、
平
成
十
八
年
三
月
に

二

、
七
九
三
人
と
な
っ
た
。

地
勢
は
、
全
面
積
の
八
二
％
を

森
林
が
占
め
、
緑
豊
か
な
自
然
を

有
し
、
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
気
候
は
、
豪
雪
寒
冷
地
を
想

像
さ
れ
て
い
る
が
、
穏
や
か
な
海

洋
性
気
候
で
比
較
的
温
暖
で
雪
も

少
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

平
成
十
一
年
に
第
三
次
行
政
改

革
実
施
計
画
の
改
善
事
項
で
あ
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
検
討
に
入
り
、
行
政
評

価
制
度
の
導
入
目
的
を

分
権
時

代
の
自
治
体
行
政
経
営

と
し
、

制
度
導
入
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ

た
。行

政
経
営
と
は

住
民
参
加
型

行
政

及
び

成
果
重
視
型
行

政

の
確
立
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

平
成
十
一
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま

で
の
五
年
間
を
行
政
評
価
制
度
の

定
着
期
間
と
し
て
設
定
し
、
さ
ら

に
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
る
第

四
次
総
合
計
画
へ
連
動
さ
せ
、
評

価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
た

長
期
的
及
び
段
階
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

職
員
に
行
政
評
価
を
導
入
す
る

た
め
の
合
意
形
成
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
調
査
内
容
は
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
全
般
的
な

質
問
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
間
に

お
い
て
ど
の
程
度
行
政
評
価
に
つ

い
て
の
知
識
レ
ベ
ル
が
あ
る
か
を

主
眼
と
し
た
調
査
内
容
で
あ
る
。

回
答
率
は
、
七
二
・
二
％
で
う
ち

男
性
が
七
三
・
四
％
、
女
性
が
二

六
・
六
％
を
占
め
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
が

評
価
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
係
に

お
い
て
担
当
し
て
い
る
事
業
に
お

け
る
評
価
の
仕
方
及
び
問
題
点
な

ど
を
洗
い
出
す
こ
と
に
よ
り
、
次

年
度
へ
の
成
果
に
結
び
付
け
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
重
要
と
な
る
。

つ
ま
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
積

極
的
に
職
員
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

職
員
及
び
評
価
制
度
と
の
隙
間
が

埋
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料
さ

れ
た
。

事
務
事
業
評
価
調
書
の
作
成
、

そ
の
内
容
は

事
務
事
業
の
概

要
、

事
務
事
業
の
項
目
別
評
価
、

効
率
性
と
成
果
の
評
価
、

総

合
評
価
、

当
該
年
度
の
位
置
付

け
の
五
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
担
当
課
の
所
見
及
び
理
事

者
の
所
見
が
記
載
さ
れ
る
。

総
合
評
価
に
よ
っ
て
、
事
業
の

拡
大
、
継
続
、
統
合
、
縮
小
、

振
替
、
休
止
、
廃
止

に
分
け
て

評
価
を
行
う
。

行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
九
人
の
委
員
が
審
議
す

る
。
評
価
に
当
っ
て
は
、
そ
の
事

務
事
業
が
町
民
生
活
に
と
っ
て
必

要
か
、
ま
た
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
効
果
的
か
、
な
ど
の

観
点
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
姿
勢
に
、
ま
た
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
事
業
の

廃
止
、
削
減
、
改
善
そ
し
て
充
実

と
い
う
区
分
か
ら
分
類
を
行
う
。

評
価
結
果
と
し
て

外
部
評
価

項
目
一
覧
表

と

個
別
事
項
等

に
つ
い
て
の
意
見

を
と
り
ま
と

め
る
。

現
段
階
に
お
い
て
具
体
的
な
結

果
が
出
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
事
務
事
業
と
施
策
評
価
の

関
連
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
全

国
の
自
治
体
に
お
い
て
、
流
行
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
行
政
評
価
制
度

の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、

白
老
町
で
は
そ
の
前
提
条
件
と
な

る
行
政
シ
ス
テ
ム
が
準
備
さ
れ
て

き
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

評
価
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
は

予
算
・
決
算

と
の

連
動
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

で
連
動
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を

行
っ
た
。
評
価
を
何
に
活
用
す
る

か
は

地
域
政
策
実
現
の
た
め
の

施
策
・
事
務
事
業
の
質
を
高
め
て

い
く

こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
基
本
的
方
向
と
し
て

住
民
・
地
域
主
体

と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

評
価
制
度
の
目
的
は
徐
々
に
理

解
さ
れ
始
め
て
き
た
。

従
来
の
行
政
内
部
の
常
識
は
、

外
部
か
ら
見
た
非
常
識
を
惹
起
し

て
は
い
な
い
か
？

庁
舎
内
に
、
町
民
の
用
件
に
対

す
る
十
ヵ
所
の
記
載
台
を
設
置
し

ス
ピ
ー
ド
対
応
し
た
。
ま
た
、
出

前
行
政
を
敷
い
て
道
路
の
破
損
、

側
溝
の
薬
剤
散
布
、
花
壇
の
整
備
、

除
草
等
地
域
密
着
型
で
即
実
践
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
町
民
の
八

割
方
が
職
員
の
態
度
変
化
を
評
価

し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
く

る
。白

老
町
は
、
面
積
の
八
二
％
を



森
林
が
占
め
て
お
り
、
緑
豊
か
な

自
然
を
有
し
、
太
平
洋
沿
い
に
平

野
が
広
が
り
、
白
老
川
な
ど
数
多

く
の
水
量
豊
か
な
河
川
が
流
れ
て

い
る
。
そ
の
流
域
の
平
野
部
に
人

家
が
集
ま
り
、
白
老
の
市
街
地
を

形
成
し
て
い
る
。

こ
の
地
は
、
白
老
岳
、
ホ
ロ
ホ

ロ
山
な
ど
の
山
が
連
な
り
、
虎
杖

浜
温
泉
な
ど
温
泉
の
多
い
と
こ
ろ

と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
観
光

資
源
と
し
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

町
の
中
心
に
近
い
ポ
ト
ロ
湖
周

辺
に
、
ポ
ト
ロ
コ
タ
ン
（
ポ
ト
ロ

湖
の
辺
り
、
コ
タ
ン

集
落
）

呼
称
の
ア
イ
ヌ
生
活
文
化
を
伝
え

る
カ
ヤ
葺
き
の
家
と
野
外
博
物
館

や
売
店
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
等

ア
ウ
ト
ド
ア
の
一
大
拠
点
と
な
っ

て
観
光
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

産
業
と
し
て
は
、
経
営
耕
地
面

積
六
三
三

を
有
し
、
肉
用
牛
を

は
じ
め
、
乳
用
牛
、
農
用
馬
、
軽

種
馬
に
採
卵
鶏
を
生
産
し
て
い
る
。

一
方
、
水
産
業
の
生
産
高
は
平

成
十
六
年
度
二
十
二
億
五
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、

秋
サ
ケ
、
タ
コ
、
ケ
ガ
ニ
、
ボ
タ

ン
エ
ビ
な
ど
、
約
一
万
千
ト
ン
の

生
産
量
を
揚
げ
て
お
り
、
町
の
経

済
を
支
え
て
い
る
。

階上町協働のまちづくり町民会議（坂下武治議

長）は、 月 日に第 回町民会議を開催、昨年

月から作業を進めてきた 階上町協働のまちづ

くり条例案 の最終案を決定し、浜谷町長に報告

しました。

条例案は町づくりの最高規範としての位置づけ

で、 章 条の構成。町民の権利と責務、町民の

主体的参加による協働の推進、地区まちづくり計

画の総合振興計画への反映などを規定しています。

これを受け町では条例案の精査を行い、来年

月 日から施行できるように町議会へ提案をして

いきます。

地域で何か活動をしたい人にやる気を与え、活

動家のネットワークづくりをするまちづくりボラ

ンティア（ 地域アニメーター）を養成する ふ

るさとかだり塾 が 月 日、ハートフルプラ

ザ・はしかみで始まり、約 人が参加しました。

この日は聖徳大学生涯学習研究所所長の福留強

教授を講師にお招きし、先進的なまちづくりの事

例を学習。

福留教授は かだる（語る）だけではなく、皆

さんが核になり階上町で新しい動きを起こして欲

しい と、受講者を励ましていました。



本町の町民プールは、国の プールにおける に関する関係省庁連絡会議 による プールに
おける のための緊急アピール を受けた
なお、町民プールは 月 日 まで営業します。みんなでルールを守って楽しく利用しましょう。

．外国語指導助手になった動機は？

．日本を選んだ理由は？

．日本と階上町の第一印象は？

．日本で経験したいことは？

．日本で行きたい所は？

．階上町の子ども達にどんな英語を教えた
いですか？

．階上町民の皆さんに一言お願いします。

．私は教師志望です。また、日本と日本文化について
学びたいと思っており、 はそのために一番よ
い仕事だと考えたからです。

．子どもの頃から日本に興味を持っていたからです。

．日本と階上町は自然豊かでとても綺麗な所だと感じ
ました。

．日本文化（例えば文学や料理）について学びたいで
す。

．北海道（札幌・函館）、東京の秋葉原、それと 度
訪ねた事のある神戸市にもう一度行ってみたいです。

．教室（勉強）で使う英語だけでなく、普段の会話の
中で使う英語も教えていきたいです。

．私は新しい （外国語指導助手）のダレン・
コックスです。よろしくお願いします。私を見かけ
たら、声をかけてください。
また、私は日本の文化・生活に大変興味があります。
町民の皆さん、いろいろと私に教えてください。

新しい として着任されたダレン・コックスさんです。
生きた英語の指導はもちろん、本町でのよい思い出をたくさん
作って頂きたいと思います。

区分 点 検 項 目 点 検 結 果

施

設

関

係

管
理
運
営
関
係

鉄蓋、金網、吸い込み防止
金具等がネジ・ボルト等で
堅固に固定されているか

その他管理者が重要と考え
る項目

監視員が適切に配置されて
いるか

プールサイドのひ
び割れ等の改修工
事は平成 年度に
実施予定です。

区分 点 検 項 目 点 検 結 果

管
理
運
営
関
係

監視員に対して、プールの施
設・構造や監視業務について
十分な指導を行っているか

その他管理者が重要と考え
る項目

監視員には、水難
救助訓練受講者
（全員）及び水泳
指導者（有資格数
名）を配置してい
る。



月 日・ 日、本町特産品のいちご煮を する恒例行事、第 回いちご煮祭りが小舟渡海岸で開
催され、 万 千人が来場しました。
今回の目玉は広報 月号でもお知らせした の限定販売。

用意した限定 食はお昼時ともなると次々と注文が入り、瞬く間に完売となりました。
メインゲストには時代劇 水戸黄門 の 代目助さん役でお馴染み、あおい輝彦さんが出演。助さん

の劇中の名場面、印籠の出し方指導などが行われ、会場は大いに盛り上がりました。

七戸町からご来場の瀬川さんご夫妻に 元祖い
ちご煮 の感想をお聞きしました。 元祖いちご
煮 購入者に行ったアンケートでも同様の意見が
多数聞かれました。

最初は高い（ 杯 円）と思いましたが、

見た目で満足、食べて満足、味は最高です！

通常のものと比べても金額は妥当だと思います。

また来年も 元祖いちご煮 を目当てに来てみ

たいです。



月 日、 日の 日間にわたり、第 回階上町防

犯・交通安全少年球技大会が赤保内小学校グラウンド

を主会場に行われました。

厳しい夏の暑さの中での大会となりましたが、児童

生徒たちは家族や友人達の声援を背中に受け、 競技

部門に懸命のプレーを見せてくれました。

なお、試合結果と各部門の優秀選手は左のページの

とおりです（敬称略）。



赤小デビルバスケーズ

小舟渡アブラメッツ

小舟渡アブラメッツ
石鉢ナインピース

優 勝

準優勝

小舟渡アブラメッツ

石 鉢 ナ イ ン ピ ー ス

岩 城 匠 真
白 座 龍
丹 波 航 司

優 勝

準優勝

赤 小 エ イ ペ ッ ク ス

石 鉢 ダ ン シ ー ズ

西 塚 佳 祐
木 村 宣 象
上 坂 翔 馬

優 勝

準優勝

大 蛇 シ ャ ー ク ス

赤小バスケットシューズ

松 森 瑛理香
岩 みなみ
大 下 友 綺

優 勝

準優勝

赤小デビルバスケーズ

道仏モンキーマジック

佐々木 李 奈
橋 本 麗 奈
川 向 春 奈

準優勝 階上小学校
第 位 登切小学校 優 勝

準優勝

金 山 沢 小 学 校

階 上 小 学 校

大 沢 拓 也
水 越 奈菜子
久 慈 隆 介

道 仏 中 学 校
優 勝

準優勝

道 仏 中 学 校

階 上 中 学 校

宮 崎 隆 輝
下 野 徹
小 松 信 輝

階 上 中 学 校
優 勝

準優勝

階 上 中 学 校

道 仏 中 学 校

田 中 浩 太
市 沢 和 樹
中 島 翼

準優勝 階上中学校
第 位 階上中学校 優 勝

準優勝

道 仏 中 学 校

階 上 中 学 校

續 石 愛理砂
佐 京 美 佳
大 山 あかね

階 上 中 学 校

道 仏 中 学 校
階 上 中 学 校

道 仏 中 学 校

優 勝

準優勝

階 上 中 学 校

道 仏 中 学 校

阿 部 恵 味
下 沢 怜央菜
長 根 美 穂

石鉢ナインピース

道 仏 リ バ ー ズ
大 蛇 マ リ ー ン ズ

赤小エイペックス

石 鉢 ダ ン シ ー ズ
赤小エイペックス

赤 小 ト ゥ エ ル ブ

石 鉢 ダ ン シ ー ズ

赤 小 ト ゥ エ ル ブ
赤 小 バ カ ボ ン ズ

赤 小 バ カ ボ ン ズ

大 蛇 シ ャ ー ク ス

大 蛇 シ ャ ー ク ス
赤小バスケットシューズ

道小スマイリーズ

赤小バスケットシューズ

石 鉢 ジ ェ シ ー ズ
道小スマイリーズ

石 鉢 ジ ェ シ ー ズ

赤小デビルバスケーズ

赤小デビルバスケーズ
道仏モンキーマジック

大蛇ドルフィンズ

道仏モンキーマジック

石 鉢 ス タ ー ズ
大蛇ドルフィンズ

石 鉢 ス タ ー ズ

階 上 中 学 校

道 仏 中 学 校

道 仏 中 学 校

道 仏 中 学 校
道 仏 中 学 校

道 仏 中 学 校



町では、それぞれの地域が持つ個性や環境、伝統などを生かし、自らが進める地域づくりにおいて、地域住

民と行政対等での協働による事業または地域住民が自主的に取り組み行う事業で、地域が目指す総体的な地域

まちづくり計画の位置づけにあり、地域の活性化に直結する事業について補助金を交付し、その活動を支援し

ます。

計量器（はかり）の定期検査を右

の日程により実施します。

この検査は、計量法により 年に

回実施されているもので、商取引

（庭先取引、行商に使用するはか

り）及び証明行為に使用している計

量器をお持ちの方は必ず受けなけれ

ばなりませんので、最寄りの場所で

検査を受けてください。

日時及び場所

日 時 場 所

月 日

月 日

田 代 集 会 所

農 村 婦 人 の 家

階 上 漁 業 協 同 組 合

ハートフルプラザ・はしかみ

日 時 場 所

行政区
本町内において組織されたグループ又は団体
・団体の活動が、当該地域で策定しようとする
まちづくり計画 の位置づけにあること。

また、活動が継続されること。
・目的、名称、代表者が定められていること。
・代表者が町内に在住、在勤又は在学している
こと。
政治活動、宗教活動、営利活動及び他の公的助
成を受けている活動でないもの。

生活基盤、自然・環境、保健・医療・福祉、教
育・文化・スポーツ、産業・経済等、階上町協
働のまちづくりに関係する分野の 。
生活環境整備で、掲示板、ゴミ箱、生活道路整
備等の 。
支給方法 生活環境整備、生活道路整備事業

ともに、その事業に係る原材料費
分を支給

ソフト事業
補助対象経費の助成率 分の 以内、助成限度

額は とします。
ハード事業
生活道路整備事業
対象事業の原材料費分につき、

を限度とします。
その他生活環境整備事業
対象事業の原材料費分につき、 を限
度とします。

事業実施計画書及び団体概要調書に所要事項を
記載のうえ、郵送、持参、 または メール
により、総務課企画財政グループへ提出してくだ
さい。
事業実施計画書及び団体概要調書は、総務課企
画財政グループに備え付けてあります。また、町
ホームページからもダウンロードできます。

月 日 から 月 日 まで

持参するもの



読み聞かせは、子どもと本の架け橋となります。こ
の架け橋をより確かなものとしていくために、その知
識や技術を学習します。
また、この研修会を通して地域や家庭における子ど
もの読書環境の整備と読み聞かせボランティアグルー
プの育成及び活動を支援します。

対象 親子で読み聞かせや読書をはじめてみたいと
思っている方、読み聞かせ活動に興味のある
方。町民の方ならどなたでも参加できます。

主催 階上町子ども読書活動推進委員会

財団法人むつ小川原地域・産業振興財団は、平成元年 月に原子燃料サイクル事業者の協力のもとに青
森県によって設立され、県内各地の産業振興や地域づくりの活動に幅広く支援しています。
平成 年度むつ小川原地域・産業振興プロジェクト支援事業（平成 年 月 日 平成 年 月 日に

実施）を次のとおり募集します。
助 成 事 業 人材育成、技術開発、商品開発、市場・販路開拓、観光開発、環境整備、

スポーツ・文化交流等、地域の活性化及び産業の育成・振興等を図る事業
助 成 金 事業費の 分の 以内、助成限度額は 件当たり 百万円
助成対象者 県内の市町村、産業団体、地域団体等
募 集 期 間
応 募 先 むつ小川原地域・産業振興財団 青森市長島 丁目 ヤマウビル

ホームページ

協力 赤保内カギっ子の会、うさちゃんクラブ
日程 受 付

開会行事
講演 絵本の選び方
実演指導
絵本の読み聞かせ方法
質疑応答

託児 ご希望の方は事前にお申し込みください。
申込 資料作成のため、 月 日 までにお申し

込みください。



期日等 月曜日
対 象 小学生

一 般（概ね中学生以上）
場 所 ハートフルプラザ・はしかみ
講 師 ダレン・コックス先生（町外国語指導助手）
会 費

家族 人以上の場合は 人目以降 円

月

月

月

月

、 、

、 、

、 、

町民であれば、どなたでも出展・出演できます。
（展示作品 人 点以内、音楽・芸能出演 人 曲
以内。団体での出展、出演についてはお問い合わせ
ください。）

絵画、書道、版画、写真、彫刻、盆栽、手芸、陶芸等
搬入期間 月 日 日

直接会場へご持参ください。

日本舞踊、新舞踊、民舞踊、民謡、詩吟、琴、演劇等
締切 月 日までに出演者・曲名等をお知らせく

ださい。

受付、発表会の司会・裏方、展示コーナーや体験広
場、子どもの広場などでの会場運営・整理などにご協
力くださる方を募集しています。詳しくは教育課教育
グループまでご連絡ください。

町民文化祭実行委員会では、展示作品や音楽・
芸能などの舞台出演者を募集いたします。
町民のみなさん多数のご応募をお願いします。

年八戸市生まれ。
年から八戸市立市民病院に 年間勤務後、 年にフリーの助産師として独立。 年 月 ぽぴぃ助

産師オフィス を設立し、家庭へ訪問して母乳の相談、赤ちゃんのおふろ、産後の家事援助などの育児をサ
ポート。また小・中・高校生対象に いのちの大切さ 出前講座も行い好評を博している。家庭では 人の息
子の母親として奮闘中。
主な活動 ラピア母子保健相談、階上町母子訪問指導員、 親の時間 メインリスナー
資 格 等 再評価カウンセラー、 スペシャリスト、心理相談員他多数



平成 年度国保被保険者証を 月 日までに各世帯に郵送します。

また、有効期限が切れた被保険者証は返却もしくは氏名等が確認できないよ

うにして破棄してください。

区 分 色 有 効 期 間

国 保 被 保 険 者 証

国保退職被保険者証

ね ず み 色

は だ 色
自 平成 年 月 日
至 平成 年 月 日

区 分 色 有 効 期 間

なお、次のような場合は、被保険者証を分ける手続きが必要です。手続き場所 保健福祉課（ 番窓口）

こんなとき、こんなひと 手続きに必要なもの

遠の必要な人

学の必要な人

出稼ぎや旅行などのために、長期間階上
町を離れるとき

就学のため階上町を転出している学生で、
分けた被保険者証が必要なとき

・新しい被保険者証
・印鑑

・新しい被保険者証
・在学証明書（発行日から ヶ月以内のもの。

）
・印鑑

こんなとき、こんなひと 手続きに必要なもの

遠の必要な人

学の必要な人

国保税が未納になっている滞納世帯には納付状況などによって、有効期限の短い 短期被保険者証 または

資格証明書 （国保被保険者であることを証明するだけのもの）が交付されます。

なお、国保税を納付したくても、都合により納期限までに納付できない場合は、分割納付という方法もあり

ますので、町民課税務グループ（ 番窓口、 ）までご相談ください。

平成 年度の法律改正により平成 年 月から高額療養費の自己負担限度額等が変更になります。詳しくは

新しい被保険者証とともに送付するパンフレットをご覧ください。また次号の広報でもお知らせします。

職場の健康保険に加入した方や家族の職場の健康保険に加入した方は、国保をぬける手続きが必要です。反

対に、職場の健康保険をぬけた場合などには、国保に加入する手続きが必要です。町民課戸籍住民グループ

（ 番窓口）で手続きを行ってください。

入院したときの食事代が減額される 標準負担額減額認定証 は申請により交付されます。対象は主に住民

税非課税世帯の方となります。認定証の適用は申請月の 日から翌年の 月末までとなります。必要な方は保

健福祉課（ 番窓口）で申請してください。



国民年金等の公的年金を受けている方には、毎年 回
誕生月に年金を引き続き受ける権利の有無を確認するた
め、現況届を提出していただいています。
はがき形式の用紙が、誕生月の上旬までに送られます

ので、必要事項を記入して誕生月の末日までに社会保険
業務センターへ提出してください。
また、障害年金を受けている方で、障害の程度を確認

する必要がある場合は診断書の用紙も送られますので、
医師に記入してもらい提出してください。
現況届の提出が遅れると、年金の支払いが一時止まる

こともあるのでご注意ください。

老齢基礎年金は、原則として 歳から受けられますが、

希望により 歳から受けることもできます。しかし、一
定の割合で年金が減額され、 歳以降も減額された年金
を受けることになります。
また、繰上げ請求後は、 歳前に特別支給される老齢

厚生年金の支給が停止したり、病気やケガで障害者に
なっても障害基礎年金を受けられなくなったり、万一、
夫が亡くなったときの寡婦年金が受けられないというこ
とにもなります。
一度繰り上げ請求をすると取り消すことができません。
以上のことをご理解のうえ、繰上げ請求をするかどうか
は慎重にお考えください。

犬のふんが道路・公園などを汚しているという苦情が多く寄せられています。ふんの後始末は飼い主の責
任です。必ずビニール袋やヘラなどを用意し、きちんとふんの後始末をしましょう。

人間が犬にかまれた事故のほとんどは、飼い主の無責任な放し飼いが原因です。通行人などに危害を加え
ないよう、犬をつなぐ場所や鎖の長さなどをよく点検して、昼夜ともきちんとつないでおきましょう。
青森県動物の愛護及び管理に関する条例 によって、例外を除き、放し飼いは禁止されています。罰則

が科せられる場合もありますので絶対に放し飼いはしないでください。散歩中も放すことはしないでくださ
い。
犬に限らず、動物を飼うときはマナーを守り、愛情を込めて育てましょう。



第 回青森県高等学校新人道路競走選手権大会兼全国高等学校選抜大会選考会が階上町内で開催されます。当日
は下図道路周辺で交通規制がしかれることになりますので、ご協力をお願いします。

西鳥谷部 新 田
十字路

金山沢 野 場 小松倉 登 切
字路

堀 切
字路

西鳥谷部

周目
周目
周目
周目
周目

参考 高校生男子（ ） 平均速度

平成 年 月に、 法に基づく加工食品品質表示基準が改正され、生鮮食品に近い加工食品にも主
な原材料（原材料に占める重量割合が ％以上のもの）の産地表示が義務づけられました。約 年間の移
行期間を経て、 づけられます。



自動車は、私たちの生活に非常に大きなかかわりをもち、今や必要不可欠な存在となっています。その反面、
交通事故の増加や自動車による公害といった様々な社会問題も発生しています。
このような状況から国土交通省では、自動車の保守管理の徹底を一層強力に推進するため、 月 日から

月 日までの ヶ月間を強化月間として 自動車点検整備推進運動 を実施します。
みなさんもこの機会に自動車の点検整備について理解を深め、自動車の健康管理をしっかり行いましょう。

電気回路と日本語によるプログラムを作製、レゴ
ブロックで本体を組み立て、オリジナル知能ロボッ
ト（ 足・ 足歩行）を作ります。作ったロボット
は差し上げます。 月 日までにお申し込みください。
開催日時
場 所 八戸工業大学電子知能システム学科 階
費 用 無料（傷害保険料も大学側で負担）
募集人員 名（両日参加できる方）

小学校 年生以上及び中学生対象

日 程

場 所 本会場 国立八戸工業高等専門学校
準会場 各中学・高等学校、予備校、

塾等
対 象 総合的英語力を試し、生かしたい方
費 用 受験級・受験会場により異なります
申し込み
英検

募 集 種 目 応募資格 受 付 期 限 試 験 日 試 験 場 所

防衛医科大学校学生

防 衛 大 学 校 学 生

看 護 学 生

陸上自衛官（看護）

高卒（見込含） 歳未満の者

高卒（見込含） 歳未満の者

高卒（見込含） 歳未満の者
免 許 取 得 者 歳未満の者
免許取得見込者 歳未満の者

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日
月 日
月 日
月 日
月 日

月 日

青 森 合 同 庁 舎
共 用 会 議 室

八戸福祉公民館

八戸福祉公民館

仙 台 駐 屯 地

カルシウム豊富な食事について、調理実習と試食
を行います。
日 時 月 日 時 時
場 所 ハートフルプラザ・はしかみ

和室・調理室
持ち物 エプロン 三角巾 食材料費 円
講 師 階上町食生活改善推進員会（つつじ会）
申込み 月 日 までに下記へご連絡ください。



 

（

年
）

金
山
沢
小
学
校

（

年
）

道
仏
小
学
校



昨
年
も
県
内
で
は
キ
ノ
コ
採
り
の
遭

難
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、

地
理
不
案
内
や
キ
ノ
コ
採
り
に
夢
中

に
な
り
道
に
迷
っ
て
い
る
。

自
分
の
体
力
や
体
調
な
ど
を
考
え
ず

に
入
山
し
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
遭
難
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
次
の
こ
と
を
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
だ
け

人
以
上
で
入
山
す
る
。

食
料
、
雨
具
、
マ
ッ
チ
、
携
帯
電
話

等
の
準
備

行
先
、
帰
宅
時
間
等
を
家
族
に
知
ら

せ
る
。

月

日
は

警
察
相
談
の
日

で
す
。

警
察
で
は
相
談
電
話
と
し
て

又
は

を
開
設
し
、

専
門
の
相
談
担
当
者
が
応
じ
て
い
ま
す
。

対
象
は

等
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

高
金
利
金
融

薬
物
乱
用

振
り
込
め

詐
欺

等
で
あ
り
、
他
に
も

性
犯
罪
被
害

番

や

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

等
の

相
談
も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
は
十
分
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
は
、
救
急
医
療
及
び
救

急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。
今
年
は

月

日
か

ら

月

日
ま
で
の
一
週
間
が

救
急
医
療
週
間

と
な
っ
て
い

ま
す
。
階
上
分
署
で
は
、

月

日
に
よ
こ
ま
ち
ス
ト
ア
階
上
店
駐

車
場
に
お
い
て
救
急
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
時
間
は
午
後

時
か

ら

時
ま
で
で
救
急
資
機
材
の
展

示
、
救
急
車
の
展
示
、
救
命
処
置

等
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
救
命
処
置
の
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
署
で
は
い
ざ
と
い

う
時
に
正
し
い
応
急
手
当
が
行
え

る
よ
う
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
な
ど
）
に

よ
り
突
然
に
心
臓
が
止
ま
っ
た
傷

病
者
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
心

肺
蘇
生
（
気
道
の
確
保
、
人
工
呼

吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
行
う

と
と
も
に
、
心
臓
へ
の
除
細
動

（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
速
や
か
に

行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
医

療
資
格
を
持
た
な
い
一
般
の
人
々

が
除
細
動
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近

に
な
っ
て

と
い
う
機
器
を

用
い
て
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
救
急
現
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
行
う
応
急
手
当
の
中

に
、

を
用
い
た
除
細
動
が

仲
間
入
り
し
た
わ
け
で
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
正
し
い
応
急
手
当
が

行
え
る
よ
う
講
習
会
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
救
命
率
の
向
上
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

お
互
い
に
声
が
け
。
熊
に
も
注
意
！

目
立
つ
も
の
（
大
木
等
）
を
中
心
に
行
動
。

迷
っ
た
時
は
、
歩
き
回
ら
な
い
。



秋
の
斜
め
か
ら
の
日
差
し
を
受

け
、
黄
金
色
に
輝
く
キ
ン
エ
ノ
コ

ロ
の
花
の
集
団
（
花
序
）
に
目
を

近
づ
け
て
み
る
と
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ

に
似
た
緑
色
の
実
の
よ
う
な
小
さ

い
粒
が
ぎ
っ
し
り
と
多
数
つ
い
て

い
る
。
花
序
の
長
さ
は
三

六

、

真
っ
直
ぐ
伸
び
た
り
、
少
し
曲
が

る
。
花
の
集
団
の
中
の
小
さ
な
楕

円
球
（
小
穂
）
に
は
、
花
期
に
花

粉
を
つ
け
た
雄
し
べ
と
ブ
ラ
シ
状

の
雌
し
べ
が
現
れ
る
。
ブ
ラ
シ
状

の
小
穂
を
逆
光
に
か
ざ
す
と
、
黄

金
色
に
輝
い
て
見
え
る
。
そ
こ
で

こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
仲
間

に
は
、
ハ
マ
エ
ノ
コ
ロ
・
エ
ノ
コ

ロ
グ
サ
が
あ
る
。

根
城
南
部
直
義
、
新
田
南
部
義

実
が
遠
野
国
替
え
の
と
き
に
ど
こ

か
ら
旅
立
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
根

城
か
ら
か
新に
い

田だ

城
か
ら
か
と
意
見

の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
天
正

二
十
年
六
月
十
一
日
に
発
令
し
て

整
理
さ
れ
た

南
部
諸
城
破
却

の
結
果
を
み
て
私
は
新
田
城
か
ら

出
発
し
た
と
考
え
る
の
で
す
。

関
連
す
る
部
分
だ
け
を
記
述
し

ま
す
。

八
戸
（
平
城
・
破
却
）

南
部

彦
次
郎
持
分
、
唐
供

か
ら
の
と
も

代
弥
十
郎

新
田
（
平
城
・
在
）

南
部
彦

次
郎

持
分

（
唐
の
供
と
は
、
文
禄
ぶ
ん
ろ
く

の
役え

き

で
朝

鮮
に
出
兵
中
と
い
う
事
で
す
。）

さ
て
、
新
田
城
か
ら
出
発
し
た

と
い
た
し
ま
す
と
そ
の
道
筋
は
、

新に
い

田だ

城

十
日
市

是
川

天て
ん

狗ぐ

沢さ
わ

市い
ち

野
沢さ
わ

観
音
林

か
ん
の
ん
ば
や
し（

昼
食
）

福
岡
（
宿
泊
）

と
い
う
順
路

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で

す
が
、
み
な
さ
ま
の
考
え
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
国
替
え
に
は
根
城
南
部
の

菩ぼ

提だ
い

寺じ

の
松
館
の
福
聚
山
大
慈
寺
、

新
田
南
部
の
菩
提
寺
の
貴
福
山
対

泉
院
も
一
緒
に
移
り
ま
し
た
。

新
田
南
部
に
よ
る
新
田
城
の
時

代
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
か

ら
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
ま
で

の
十
二
代
、
二
九
三
年
間
で
し
た
。

ま
た
、
拝
知
領
は
二
千
石
。
八
戸

市
の
長
苗
代
、
大
館
、
是
川
、
そ

し
て
階
上
町
の
区
域
で
あ
っ
た
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。

根
城
南
部
直
義
は
家
臣
と
一
緒

に
馬
で
出
発
し
ま
し
た
が
、
遠
野

ま
で
の
道
中
一
度
も
駕
籠
を
用
い

な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。一

行
は
三
月
十
二
日
の
未み

の
下げ

刻こ
く

（
午
後
三
時
ご
ろ
）
遠
野
城
に

到
着
し
た
の
で
し
た
。
な
お
、
領

内
の
家
士
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
準
備

で
き
次
第
、
家
族
や
一
族
を
連
れ

て
遠
野
へ
移
っ
て
行
き
ま
し
た
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

ブラシが日照を受け金色に輝く

か

ご



土

日

火

水

日

火

水

日

火

水

木

土

日

火

水

金

土

日

郡中体連秋季大会（ 日）

剣道クラブ（教育課） 【家庭の日】

陶芸教室（一般 日）

行政相談（総務課）

教育相談（教育課）

歳児健康診査（平成 年 月 平成 年 月生まれ）（保健福祉課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

剣道クラブ（教育課）

野沢勝蔵杯野球大会

陶芸教室（シニア 日）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

陶芸教室（一般 日）

ふるさとかだり塾（総務課・教育課）

はじめての 読み聞かせ 研修会

剣道クラブ（教育課）

町内駅伝競走大会（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

陶芸教室（一般）

郡幼児教育研究大会（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

陶芸教室（シニア）

ふるさとかだり塾（総務課・教育課）

学習・学芸発表会

剣道クラブ（教育課）

県高校自転車ロードレース大会

学習・学芸発表会

歳野球大会

町民体育館

陶芸作業所

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階 第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

中央体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

道仏中グラウンド

陶芸作業所

ハートフルプラザ はしかみ

陶芸作業所

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

陶芸作業所

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

陶芸作業所

ハートフルプラザ はしかみ

石小・道小・階小

町民体育館

登山口周回コース

大蛇小・金小・舟小

道仏中グラウンド

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

濱 道 穂
ほ

乃
の

花
か

（一 春・ひとみ） 榊

田 端 優
ゆ

空
ら

（光 弘・奈緒美）道 仏

（父の名・母の名） （地区名）

中 島 アイ子（ ・追 越）

重文字 弘 昌（ ・小舟渡）

中 田 勝 （ ・大 蛇）

石 沢 勇（ ・ 榊 ）

阿 部 熊 吉（ ・金山沢）

荒 谷 と よ（ ・駅 前）

（年齢・地区名）


